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二
〇
一
二
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た

韓
国
大
統
領
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た

与
党
候
補
の
朴
槿
恵
は
、
二
〇
一
三
年

二
月
に
第
一
八
代
大
統
領
と
し
て
新
政

権
を
発
足
さ
せ
た
。
今
回
は
五
年
前
の

よ
う
に
政
権
交
代
は
起
こ
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
韓
国
史
上
初
の
女
性
大
統
領

か
つ
親
子
二
代
で
の
大
統
領
誕
生
と

あ
っ
て
、
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。
朴
槿
恵
を
新
大
統
領
へ
と
導
い
た

原
動
力
は
、
少
子
高
齢
化
が
着
実
に
進

行
す
る
な
か
で
、
か
つ
て
の
盧ノ

・
ム
ヒ
ョ
ン

武
鉉

大
統
領
の
よ
う
な
左
派
政
権
の
再
来
を

望
ま
な
い
五
〇
代
以
上
の
高
齢
層
の
圧

倒
的
な
支
持
に
あ
っ
た
が
、
逆
に
困
難

な
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
変
革
を
求
め

る
二
〇
〜
三
〇
代
の
若
年
層
と
の
世
代

間
対
立
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
う

し
た
世
論
動
向
の
背
景
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、
李
明
博
前
政
権
の
五
年
間
を

簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

対
外
的
に
は
、
李
政
権
は
北
朝
鮮
に

よ
る
挑
発
行
為
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
。

北
朝
鮮
の
核
放
棄
を
前
提
と
し
た
「
非

核
・
開
放
・
三
〇
〇
〇
構
想
」
を
李
政

権
は
打
ち
出
し
た
が
、
金
剛
山
で
の
韓

国
人
観
光
客
射
殺
事
件
に
と
も
な
う
観

光
事
業
の
中
止
や
交
流
事
業
の
中
断
、

哨
戒
艦
沈
没
事
件
や
延
坪
島
砲
撃
事

件
、
北
朝
鮮
に
よ
る
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル

発
射
や
核
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
、
南
北

関
係
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。
日
本

と
の
関
係
で
は
当
初
の
現
実
路
線
か
ら

一
転
、
政
権
終
盤
に
は
李
大
統
領
に
よ

る
従
軍
慰
安
婦
問
題
へ
の
日
本
側
の
対

応
提
起
や
竹
島
上
陸
な
ど
に
よ
り
、
経

済
協
力
に
ま
で
日
韓
の
関
係
悪
化
が
及

ん
だ
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
と
は

北
朝
鮮
問
題
で
利
害
を
共
有
す
る
同
盟

国
と
し
て
、
安
全
保
障
を
中
心
に
協
調

関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
懸
案

事
項
で
あ
っ
た
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
批
准
・

発
効
さ
れ
た
こ
と
で
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
役
割
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、

中
国
と
は
個
別
案
件
で
の
摩
擦
が
み
ら

れ
た
も
の
の
、
北
朝
鮮
問
題
や
対
日
姿

勢
な
ど
で
認
識
を
共
に
す
る
場
面
も
多

く
、
人
や
モ
ノ
の
頻
繁
な
往
来
を
背
景

に
貿
易
・
投
資
な
ど
経
済
関
係
で
の
対

中
傾
斜
は
一
層
深
化
し
て
い
る
。

　

国
内
的
に
は
経
済
再
生
に
向
け
て
、

そ
の
手
腕
を
期
待
さ
れ
た
李
大
統
領
で

あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
に
端
を
発
し
た
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
経
済

運
営
は
出
鼻
を
挫
か
れ
る
格
好
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
李
政
権
は
金
融
緩
和
や

財
政
出
動
な
ど
の
景
気
浮
揚
策
を
積
極

的
に
講
じ
た
こ
と
で
そ
の
後
の
韓
国
経

済
は
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ
る
と
と
も
に
、

輸
出
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
よ
っ

て
貿
易
黒
字
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
貿

易
依
存
度
の
極
め
て
高
い
韓
国
経
済
の

成
長
の
源
泉
は
、
他
で
も
な
く
輸
出
に

あ
る
。
そ
の
た
め
、
李
政
権
は
各
種
の

規
制
緩
和
策
や
法
人
税
減
免
、
安
価
な

電
力
価
格
設
定
、
ウ
ォ
ン
安
の
維
持
、

輸
出
市
場
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
に
よ
っ
て
企
業
の
事
業
環

境
の
整
備
や
輸
出
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
必
ず
し
も

大
企
業
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
恩
恵
を
多
く

受
け
た
財
閥
系
列
の
大
企
業
は
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
で
躍
進
を
遂
げ
、
日
本
企
業

に
と
っ
て
も
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

台
頭
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
輸
出
を
牽
引
し
た
一
部
の

財
閥
・
大
企
業
の
成
長
は
必
ず
し
も
国

内
の
投
資
や
消
費
、
雇
用
拡
大
へ
と
十

分
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
内
需
に
依
存
す
る
多
く
の
中
小
零

細
企
業
は
大
企
業
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

圧
力
や
事
業
侵
食
、
交
易
条
件
の
悪
化

に
よ
る
物
価
高
騰
や
内
需
不
振
に
苦
し

み
続
け
た
。
雇
用
環
境
は
正
規
・
非
正

規
職
の
分
化
が
定
着
す
る
一
方
、
良
質

な
就
業
先
を
求
め
る
若
年
層
の
就
職
難

は
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近

年
で
は
、
家
計
資
産
の
大
半
を
占
め
る

不
動
産
の
市
況
悪
化
、
膨
ら
み
続
け
る

家
計
負
債
の
問
題
、
高
い
教
育
費
負
担

な
ど
も
国
民
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
る
。
財
閥
・
大
企
業
へ
の
経
済
力

集
中
に
対
す
る
国
民
の
批
判
は
、
国
内

景
気
が
低
迷
す
る
な
か
で
社
会
経
済
格

差
へ
の
不
満
と
折
り
重
な
っ
て
、
大
統

特 

集 

韓
国
新
政
権
の
課
題
と
展
望 

―
「
国
民
の
幸
福
」
は
実
現
で
き
る
の
か
―

渡
辺
雄
一

特
集
に
あ
た
っ
て
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領
選
挙
に
お
け
る
「
経
済
民
主
化
」
論

争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

●
本
特
集
の
構
成

　

本
特
集
で
は
朴
槿
恵
新
政
権
の
誕
生

に
あ
た
り
、
李
政
権
の
五
年
間
の
成
果

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
朴
政
権
の
抱

え
る
課
題
や
方
向
性
を
展
望
し
て
い
き

た
い
。
李
政
権
で
は
ど
の
よ
う
な
課
題

に
取
り
組
み
、
ど
う
い
っ
た
成
果
が
得

ら
れ
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
な
問
題
が
残
っ
て
い
る
の

か
。
朴
政
権
で
は
残
さ
れ
た
課
題
や
新

た
な
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
く
の
か

に
つ
い
て
、
以
下
の
各
テ
ー
マ
に
お
い

て
掘
り
下
げ
て
論
じ
て
い
く
。

　
「「
第
二
の
漢
江
の
奇
跡
」目
指
す
朴

槿
恵
政
権
─
大
統
領
選
の
総
括
と
直
面

す
る
課
題
」（
西
野
純
也
）で
は
、保
守
系

与
党
の
朴
槿
恵
と
進
歩
系
野
党
の
文ム

ン
・

 

在ジ
ェ

寅イ
ン

に
よ
る
事
実
上
の
一
騎
打
ち
と
な
っ

た
大
統
領
選
挙
の
結
果
に
対
し
て
、
朴

候
補
の
取
っ
た
選
挙
戦
略
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
明
確
に
表
れ
た
世
代
間
に

お
け
る
葛
藤
や
新
政
権
に
期
待
す
る
優

先
課
題
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

る
。
ま
た
、
朴
政
権
が
目
指
す
「
経
済

復
興
」
の
実
現
可
能
性
に
は
難
儀
が
示

さ
れ
る
と
と
も
に
、
外
交
安
保
分
野
で

は
北
朝
鮮
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本

と
建
設
的
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
た

め
の
外
交
手
腕
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
朴
槿
恵
政
権
に
よ
る
南
北
交
流
政

策
」（
宮
本
悟
）
は
、
朴
槿
恵
の
選
挙

公
約
お
よ
び
大
統
領
選
挙
や
大
統
領
就

任
の
前
後
に
わ
た
る
南
北
の
情
勢
変
化

を
丹
念
に
追
い
な
が
ら
、
朴
政
権
の
対

北
朝
鮮
政
策
の
基
軸
が
核
放
棄
よ
り
も

南
北
交
流
と
対
話
に
重
点
を
置
い
た

「
朝
鮮
半
島
の
信
頼
プ
ロ
セ
ス
」構
想
の

推
進
に
一
貫
し
て
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
南
北
交
流
事
業
と
し

て
最
後
に
残
っ
て
い
た
開
城
工
業
団
地

が
操
業
停
止
に
陥
り
、
対
話
の
道
が
閉

ざ
さ
れ
た
現
在
、
同
構
想
の
推
進
は
困

難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
「
深
化
す
る
日
韓
の
貿
易
・
直
接
投

資
関
係
」（
百
本
和
弘
）
で
は
、
近
年

緊
密
化
す
る
日
韓
間
の
貿
易
・
直
接
投

資
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。
韓
国
の
対

日
輸
出
は
円
高
ウ
ォ
ン
安
を
背
景
に
拡

大
基
調
が
続
い
て
き
た
が
、
特
に
石
油

製
品
や
無
線
通
信
機
器
、
自
動
車
部
品

な
ど
は
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
対
日
貿
易
赤
字
が
構
造
的
に
変

化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
一

方
、
日
本
企
業
の
韓
国
進
出
が
活
発
化

し
て
お
り
、
そ
の
要
因
は
韓
国
企
業
向

け
の
需
要
獲
得
や
消
費
市
場
狙
い
、
コ

ス
ト
削
減
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
網
の
活
用
な
ど

様
々
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
企
業
の
対

日
直
接
投
資
も
そ
の
目
的
が
多
様
化
し

て
い
る
。

　
「
朴
槿
恵
政
権
の
対
外
経
済
政
策
」

（
奥
田
聡
）
で
は
、
貿
易
立
国
で
あ
る

韓
国
に
と
っ
て
の
輸
出
拡
大
の
重
要
性

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
朴
政
権
の
対
外

経
済
政
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し
て

は
、
朴
政
権
は
農
水
産
業
や
中
小
企
業

な
ど
敏
感
部
門
の
保
護
と
い
っ
た
国
内

対
策
を
重
視
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の

二
国
間
か
ら
多
国
間
協
定
へ
の
関
与
に

も
視
野
を
広
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
目

下
の
景
気
後
退
の
な
か
で
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
輸
出
振
興
や
財
政
・
金
融
緩
和

策
は
、
中
小
企
業
や
雇
用
対
策
と
い
っ

た
「
経
済
民
主
化
」
関
連
の
課
題
と
は

必
ず
し
も
相
容
れ
な
い
側
面
が
あ
り
、

朴
政
権
は
早
く
も
多
難
な
経
済
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
か
ら

「
経
済
民
主
化
」
へ
―
李
明
博
政
権
の

財
閥
・
大
企
業
政
策
と
朴
槿
恵
政
権
の

課
題
」（
安
倍
誠
）
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
李
政
権
下
で
実
施
さ
れ
た
企
業
活

動
に
親
和
的
な
環
境
整
備
（
規
制
緩
和

や
減
税
策
な
ど
）
は
結
果
的
に
財
閥
の

規
模
拡
大
や
輸
出
促
進
に
裨
益
す
る
こ

と
に
な
り
、
成
長
の
果
実
が
中
小
企
業

や
労
働
者
を
は
じ
め
経
済
全
体
へ
還
元

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
満
が
噴
出
す

る
原
因
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
李
政

権
は
大
企
業
と
中
小
企
業
の
共
存
共
栄

策
を
模
索
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
政
権
を
引
き
継
い
だ
朴
大
統
領
も

財
閥
規
制
や
中
小
零
細
企
業
の
保
護
・

育
成
を
目
指
す
に
至
っ
た
。
し
か
し
、

成
長
と
の
両
立
に
お
い
て
は
ジ
レ
ン
マ

を
抱
え
て
い
る
。

　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
経
済
格
差

問
題
」（
渡
辺
雄
一
）
で
は
、
李
政
権

期
で
さ
ら
に
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
る
経

済
格
差
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も

に
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
変

容
・
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
格
差
要
因
が

突
き
つ
け
る
朴
政
権
の
課
題
を
検
討
し

て
い
る
。
実
際
に
は
、
全
体
の
所
得
格

差
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
拡
大

し
、
近
年
で
は
固
定
化
す
る
様
相
を
示

し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
存
在
す
る
雇

用
構
造
や
労
働
市
場
の
変
化
と
し
て
、

雇
用
形
態
間
の
格
差
や
零
細
自
営
業
層

の
増
加
、
若
年
層
の
就
職
難
と
い
っ
た

要
因
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
貧
困
層

の
増
加
や
高
齢
者
世
帯
間
で
の
所
得
格

差
が
浮
き
彫
り
と
な
る
な
か
、
脆
弱
な

老
後
所
得
保
障
体
系
や
所
得
再
分
配
政

策
の
効
果
が
問
題
視
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
特
集
は
内
政
・
南
北

情
勢
を
含
む
外
交
安
保
・
対
外
経
済
関

係
・
国
内
経
済
問
題
と
幅
広
く
扱
っ
て

い
る
が
、
読
者
が
こ
れ
ま
で
の
成
果
や

課
題
を
理
解
し
、
朴
政
権
の
行
方
を
占

う
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
わ
た
な
べ　

ゆ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

東
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）

特集にあたって ﻿
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